
す
ま
い
と
共
に

昔
の
気
持
ち
を

つ
な
い
で
い
く
仕
事
。

吉
田
建
築
計
画
事
務
所
の

古
民
家
再
生
事
例
集

茨
城
の

古
民
家

再
生

茨
城
の

古
民
家

再
生

吉田建築計画事務所



古
民
家
に
は

た
た
ず
ま
い
の
美
し
さ
、
木
の
温
も
り
、

懐
か
し
い
故
郷
の
風
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。

技
術
の
伝
承
、
先
祖
の
暮
ら
し
方
を
感
じ
る
な
ど
、

再
生
に
は
新
し
い
建
物
を
造
る
事
以
上
に
、

大
切
な
事
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

自
然
素
材
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、

現
代
の
暮
ら
し
に
も
合
う
、

「
末
永
く
、
綺
麗
に
安
心
し
て
、
快
適
に
」

住
み
繋
い
で
行
け
る
古
民
家
再
生
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

伝
統
の
し
つ
ら
え
と

モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
融
合
。
��
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城
県
つ
く
ば
市
・
Ｈ
邸

黒
船
来
航
よ
り
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年
の
時
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、

そ
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が
れ
る
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� 
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城
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М
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伝
統
の
し
つ
ら
え
と

モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
融
合
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
Ｈ
邸

敷
地
は
つ
く
ば
市
小
田
、
国
の
指
定
史
跡
小
田
城
址
の
西
側
に
位
置
し

周
囲
に
は
土
蔵
や
古
い
民
家
の
残
る
歴
史
あ
る
集
落
内
に
立
地
。

昭
和
３
年
築
の
母
屋
と
、
震
災
で
被
災
し
た

明
治
創
建
の
土
蔵
の
再
生
を
行
い
ま
し
た
。

上／被災した明治創建の土蔵を再生。左／土間入口を見る。右側は漬
物部屋への勝手口。上部は漆喰塗り、下部は簓子（ささらこ）下見板張
りとし、創建当時の佇まいを復元しました。

震
災
を
乗
り
越
え
て

　

母
屋
は
20
年
以
上
使
用
さ
れ
ず
に
い
た
こ

と
も
あ
り
、
老
朽
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
お

母
様
が
毎
日
、
戸
の
開
け
閉
め
を
し
て
い
た

こ
と
や
、
し
っ
か
り
と
し
た
構
造
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
震
災
で
の
影
響
は
わ
ず
か
し
か

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
建
築
当
時

の
職
人
の
緻ち

み
つ密

な
仕
事
ぶ
り
、
吟
味
さ
れ
た

良
材
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
各
所
に
見

ら
れ
、
小
屋
組
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特

に
仕
口
の
納
ま
り
は
、
担
当
し
た
大
工
さ
ん

も
驚
く
ほ
ど
の
巧
妙
さ
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
へ
求
め
る
こ
と

　

施
主
か
ら
の
要
望
は
、
民
家
の
大
切
な
特

徴
を
残
し
つ
つ
、明
る
く
、風
通
し
の
良
い
室

内
環
境
、
機
能
的
で
快
適
な
暮
ら
し
、
イ
ン

フ
ラ
の
充
実
、
耐
震
補
強
、
高
齢
の
お
母
様

の
為
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ま
た
、
ご
夫
妻
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在
住
時
に
購
入
さ
れ
た
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
家
具
と
部
屋
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
等
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
再
生
で

は
、南
側
に
当
た
る
土
間
、座
敷
、奥
座
敷
の

間
取
り
は
復
元
し
、
北
側
に
当
た
る
部
分
の

間
取
り
は
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
部
屋

の
通
風
、
採
光
を
確
保
す
る
為
に
、
吹
抜
け

空
間
及
び
北
側
に
大
き
な
開
口
を
設
け
、
ま

た
、
機
能
的
な
家
事
動
線
を
考
え
て
浴
室
を

建
物
中
央
へ
設
け
、
キ
ッ
チ
ン
、
洗
面
、
浴

室
と
動
線
を
直
線
で
ま
と
め
ま
し
た
。

玄関土間と奥に続く８畳の和室と奥座敷。
建具は丁寧に修復しました。

case:1

茨
城
の

古
民
家

再
生
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其
々
の
居
場
所

　

こ
れ
ま
で
台
所
だ
っ
た
部
屋
を
お
母
様
の

趣
味
で
あ
る
、野
菜
作
り
と
、そ
の
野
菜
で
漬

物
を
つ
く
る
部
屋
に
す
る
な
ど
、
家
族
が
思

い
思
い
に
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
も
、
大

切
な
設
計
テ
ー
マ
で
し
た
。
１
階
に
漬
物
部

屋
、
奥
様
の
書
斎
、
２
階
は
完
全
な
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
空
間
と
し
、
小
屋
裏
に
も
ト
イ
レ

を
設
け
る
等
、
隠
れ
家
的
な
魅
力
あ
る
空
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

耐
震
性
に
つ
い
て
は
基
礎
は
ベ
タ
基
礎
と

し
、
土
台
、
足
固
め
を
回
し
ま
し
た
、
耐
震

壁
は
新
築
同
等
の
壁
量
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

外
観
は
創
建
当
時
の
特
徴
は
残
し
つ
つ
、

幾
分
か
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
も
取
り
入
れ
ま

し
た
が
、
な
る
べ
く
違
和
感
の
無
い
よ
う
に

デ
ィ
テ
ー
ル
に
配
慮
し
、
日
本
の
農
村
ら
し

い
情
景
を
、
将
来
へ
繫
げ
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
置
き
ま
し
た
。

人
と
技
を
つ
な
ぐ

　

今
回
、
施
工
を
担
当
し
た
棟
梁
の
生
天
目

氏
は
、
高
い
大
工
技
術
と
気
概
を
も
っ
て
施

工
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、瓦
工
事
、左

官
工
事
、
建
具
工
事
、
家
具
工
事
そ
の
他
の

職
人
も
、
棟
梁
同
様
に
非
常
に
高
い
技
術
で

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
改
め
て
日
本
の
伝
統

技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た
と
同
時

に
、
後
継
者
育
成
が
急
務
に
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
感
じ
た
現
場
で
し
た
。

上／キッチンから見たダイニン
グと土間。修復した階段を上る
と、隠れ家的雰囲気の小屋裏
へ。右／アンティークの家具を
おいたダイニングから、キッチ
ン・和室方向を見る。左／タ
モの無垢材を使った、オーダー
のキッチンと棚。棚の小窓は漬
物室とつながっています。

上／プライベートスペースの小屋裏は梁を現し隠れ家的な雰囲気に。下／和室は建
具を修復し、創建時の意匠に復元しました。（欄間は新設）

データ

所 在 地	 茨城県	つくば市
家族構成	 夫婦、母親
敷地面積	 657.0㎡（198.7 坪）
建築面積	 151.27㎡（45.76 坪）
延床面積	 184.71㎡（55.88 坪）
構 造	 木造２階建て（伝統工法）
竣 工	 2012 年 12月
担 当	 吉田・内田
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　外壁：漆喰塗り、簓子下見板張り
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板・竿縁天井、踏み天井　
壁：漆喰塗り　床：栗無垢フローリング、畳

2014 年 茨城建築文化賞（リフォ－ム部門）

右／駐車場は地元産の真砂土で舗装しま
した。塀を作らず辻的な空間にすること
で、狭い路地に光が差し、風が通り抜け
るようになりました。下／右に見える版築
で作ったヒンプンはこの家のシンボル的
な存在。左／北側道路からみた外観。

１階 2階

N

洋室

ダイニング キッチン
漬物部屋

土間奥座敷奥座敷 中間中間

広縁

三和土

デッキ
テラス
デッキ
テラス

浴室

勝手口

書斎
小屋裏

小
屋
裏 畳畳

トイレ

吹抜

和室 和室 和室

和室 和室

広縁

広縁

家
事
室

土間

台所

浴室

トイレ 土
間

テラス

１階 2階

N

洋室

ダイニング キッチン
漬物部屋

土間奥座敷奥座敷 中間中間

広縁

三和土

デッキ
テラス
デッキ
テラス

浴室

勝手口

書斎
小屋裏

小
屋
裏 畳畳

トイレ

吹抜

和室 和室 和室

和室 和室

広縁

広縁

家
事
室

土間

台所

浴室

トイレ 土
間

テラス

再生後

再生前
和室 和室 和室

和室 和室

広縁

広縁

家
事
室

土間

台所

浴室

トイレ 土
間

テラス



茨城の古民家再生　67　茨城の古民家再生

黒
船
来
航
よ
り

一
六
〇
年
の
時
を
刻
み
、

そ
し
て
未
来
へ

住
み
継
が
れ
る

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
М
邸

つ
く
ば
市
北
太
田
と
い
う
古
い
歴
史
を
持
つ
集
落
内
、

黒
船
来
航
よ
り
一
年
前
の
１
８
５
２
年
（
嘉
永
五
年
）
に
、

本
家
住
宅
の
建
替
え
の
際
の
古
材
を
譲
り
受
け
た
古
民
家
。

こ
の
歴
史
あ
る
建
物
を
創
建
時
か
ら
１
６
０
年
が
経
っ
た
今
、

４
世
代
８
人
の
家
族
が
暮
ら
す
現
代
住
宅
と
し
て
再
生
し
ま
し
た
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

case:2右／洗い出しの土間玄関を入ると、歴史を感じる柱や差し鴨居が優しい表情で迎えてくれます。上／かつての茅葺屋根をモチ－フにしました。屋根全体にむくりを付けて蛤
葺きとし、柔らかさを表現しました。下／かつての広間を復元して床を一部檜張りとし、建具はＤＫに光が入るように枡格子戸へ替えました。
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古
民
家
の
佇
ま
い
と
快
適
な
空
間

　

設
計
の
基
本
と
し
て
、
古
民
家
の
持
つ
素

朴
さ
や
伝
統
的
な
技
法
を
活
か
し
な
が
ら
、

居
住
性
や
耐
震
性
、
省
エ
ネ
対
策
を
充
分
に

備
え
る
こ
と
、
県
産
材
の
杉
・
檜
、
漆
喰
等

の
自
然
素
材
を
用
い
る
等
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
家
の
特
徴
で
あ
る
和
室
三
間
（
広
間
、

８
畳
、
奥
座
敷
）
は
創
建
時
の
意
匠
を
復
元
。

か
つ
て
の
横
座
と
部
屋
は
梁
を
現
し
に
し
た

モ
ダ
ン
な
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
へ
。
漬
物

用
の
土
間
は
孫
夫
婦
の
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
し
ま
し
た
。

外
観
は
集
落
の
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
に
、

創
建
時
の
柔
ら
か
な
茅
葺
屋
根
を
モ
チ
ー
フ

に
、
寄
棟
ム
ク
リ
屋
根
の
蛤
葺
き
と
し
、
外

壁
は
下
見
板
張
り
に
漆
喰
塗
り
と
し
ま
し
た
。

未
来
に
住
み
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

　

今
回
の
工
事
を
通
し
て
改
め
て
古
民
家
が

時
代
の
変
化
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き

る
工
法
で
あ
る
こ
と
、関
東
大
震
災
、東
日
本

大
震
災
と
い
う
二
つ
の
震
災
に
耐
え
た
粘
り

の
あ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
、
古
材
に
残
る
手

仕
事
の
跡
や
生
活
の
香
り
が
、
現
代
の
暮
ら

し
に
懐
か
し
さ
や
温
も
り
を
与
え
て
く
れ
る

事
な
ど
、
現
代
社
会
に
と
て
も
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
施
主
の
Ｍ

様
よ
り
再
生
の
ご
相
談
を
頂
い
て
か
ら
間
も

な
く
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
先
五
十
年
、
百
年
と
住
み
継
が
れ
て
行
く

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

データ

所 在 地	 茨城県	つくば市
家族構成	 夫婦
敷地面積	 1123.96㎡（340.00 坪）
建築面積	 84.00㎡（25.41 坪）
延床面積	 211.36㎡（63.94 坪）
構 造	 木造２階建て（伝統工法）
竣 工	 2011 年 11月
担 当	 吉田・内田
主な外部仕上げ　屋根：金属屋根・蛤葺き　 
外壁：漆喰塗り・簓子下見板張り
主な内部仕上げ　天井：杉縁甲板・竿縁天井
壁：珪藻土塗り　床：檜縁甲板、畳

2012 年 茨城建築文化賞（リフォ－ム部門） 
2012 年 いばらきデザインセレクション選定

上／道路から、建物東側方向を
見る。屋根の妻側だけが、せが
い造りになっているのが特徴的。
板塀は集落の景観に合わせ、檜
を柱に欄間と屋根を設けた欄間
付と四つ目垣に植栽としました。
右／北側廊下、光を室内へ入
れるために枡格子戸にしました。
下／寝室はかつて土間空間で梁
の位置が低い為、梁の上に天井
を作りました。

小屋裏部屋

天井裏

天井裏

ウッドデッキウッドデッキ

犬走り

洋室

和室

ホール

玄関土間

掘炬燵掘炬燵

上部吹抜け

和室和室

広縁

犬走り

ウッドデッキウッドデッキ

１階 2階

ダイニングダイニング 吹抜け吹抜け

N

ダイニングダイニング

和室和室 土間

台所 寝室 寝室 和室和室

和室和室広間

物置

浴室 便所

居間居間

和室和室

再生前

再生後

８畳間から右に奥座敷、左に広間を見る。
この三間は柱、鴨居以外は新材ですが、
創建時のデザインに忠実に復元しました。

かつての横座と部屋をダイニング及びキッチンへ、
天井は梁を現しにしました。対面式キッチンは上
部にトップライトを設け、自然光を取り入れました。

和室和室 土間

台所 寝室 寝室 和室和室

和室和室広間

物置

浴室 便所
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上／土間は床を洗い出し仕上げ、壁は珪藻土塗り、天井は創建
当時のままに梁を全て現しとしました。梁は一本一本洗ってから、
古色塗りとしました。左／リビングから土間方向を見る。大阪格
子戸など古い建具も全て修理をして再利用しました。古い建具を
残すことも再生では重要な事です。

先
祖
の
育
て
た
木
々
と

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
方
。

茨
城
県
城
里
町
・
М
邸

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
、
平
屋
建
て
寄
棟
せ
が
い
造
り
の
民
家
。

子
育
て
の
終
っ
た
ご
夫
婦
が
趣
味
を
活
か
し
、

民
家
の
良
さ
を
残
し
な
が
ら
楽
し
く
暮
ら
せ
る
住
宅
へ
と
再
生
し
ま
し
た
。

子
供
達
や
親
世
帯
と
同
居
し
て
い
た
頃
に
増
築
し
た
部
屋
は
、

今
回
の
工
事
で
全
て
解
体
し
て
、
創
建
当
時
の
端
正
な
姿
に
戻
し
ま
し
た
。 茨

城
の

古
民
家

再
生case:3

せがい造りと、飛燕垂木（垂木を上下二段）
によるバランスのとれた端正な外観が特徴的。
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先
代
の
育
て
た
木
で
ス
ロ
ー
に
暮
ら
す

　

施
主
か
ら
ご
希
望
は
、
化
石
燃
料
を
な
る

べ
く
抑
え
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
暮
ら
し
。
具
体

的
に
は
自
然
光
が
入
る
明
る
い
室
内
、
冬
暖

か
い
家
、
建
具
の
再
利
用
、
化
学
物
質
を
含

む
建
材
は
使
わ
な
い
、
土
間
を
残
す
、
先
祖

の
育
て
た
材
木
を
使
う
、
収
納
が
沢
山
欲
し

い
、
薪
ス
ト
ー
ブ
が
欲
し
い
、
太
陽
光
発
電

の
設
置
、
小
屋
裏
利
用
等
で
し
た
。

　

基
本
プ
ラ
ン
の
決
定
ま
で
か
な
り
の
時
間

を
要
し
、
特
に
キ
ッ
チ
ン
や
階
段
の
位
置
は

あ
ら
ゆ
る
パ
タ
ー
ン
を
検
討
。
基
本
的
に
二

間
続
き
以
外
の
部
屋
は
全
く
新
た
な
プ
ラ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
調
査
で
梁
、
桁
が
継
ぎ
手
の
な
い
一

本
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
土
壁
が
良

い
状
態
で
あ
る
事
な
ど
か
ら
構
造
は
そ
の
ま

ま
に
土
壁
も
出
来
る
だ
け
残
し
ま
し
た
。
基

礎
は
無
く
石
端
建
て
工
法
の
為
、
建
物
を
一

度
持
ち
上
げ
て
、
基
礎
を
作
り
土
台
を
設
置

し
家
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

床
・
天
井
材
の
杉
板
や
土
台
・
柱
は
施
主

所
有
の
材
木
を
利
用
、
壁
は
珪
藻
土
、
杉
の

端
材
を
原
料
と
し
た
断
熱
材
を
使
用
。
対
面

式
キ
ッ
チ
ン
は
使
い
勝
手
を
考
え
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
す
。
屋
根
に
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
を
設

け
中
廊
下
も
明
る
く
な
り
、
大
阪
格
子
戸
や

出
書
院
の
建
具
な
ど
は
修
理
を
し
て
再
利
用

し
ま
し
た
。
真
冬
で
も
ス
ト
ー
ブ
一
台
で
か

な
り
の
部
分
が
温
ま
り
、
太
陽
光
発
電
と
併

せ
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
暮
ら
し
と
な
り
ま
し
た
。

データ

所 在 地	 茨城県	城里町
家族構成 夫婦
敷地面積 393.38㎡（118.99 坪）
建築面積	 125.62㎡（38.01 坪）
延床面積	 143.29㎡（43.35 坪）
構 造	 木造平屋建て（伝統工法）
竣 工	 2010 年 8月
担 当	 吉田・三枝
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　
外壁：漆喰塗り・簓子下見板張り
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板・竿縁天井
壁：珪藻土塗り　床：檜

上／北西から見た外観、新しい下見板張りと古い材木の対比が実に新鮮な感じがします。下／ま
るで寺社建築のように手の込んだ、せがい造りと飛燕垂木が見事です。

かつての土間部分。床板や床框は奥座敷
から移設し、天井は一部梁を現しに。

広間、中の間、奥座敷の和室３間
を生活の中心であるリビング、ダ
イニング、キッチンとしました。

１階 2階

天井裏天井裏 小屋裏吹抜吹抜

吹抜吹抜

玄関

ポーチ

広縁

客間
洋室

リビング

納戸
洗面所

ダイニングキッチン

犬走り

パントリーパントリー

リビングリビング

上部吹抜け上部吹抜け

上部吹抜け上部吹抜け

土
間

土
間

N

和室 和室

和室

和室

和室 和室

除去部分除去部分

土間

１階

再生前

再生後

薪ストーブのあるリビング。天井を外して
吹き抜け空間としました。屋根にトップライ
トを設け、室内に自然光が注ぎ込みます。

広縁の一角をディスプレイに。

和室 和室

和室

和室

和室 和室

除去部分除去部分

土間

１階
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データ

所 在 地	 茨城県	かすみがうら市
敷地面積	 867.63㎡（262.46 坪）
建築面積	 92.74㎡（28.05 坪）
延床面積	 139.12㎡（42.08 坪）
構 造	 木造２階建て（店舗併用住宅）
竣 工	 2008 年 7月
担 当	 吉田・内田
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　外壁：漆喰塗り
主な内部仕上げ　
天井：踏み天井　壁：漆喰塗り　
床：三和土（たたき）

上／再生後、建物自体の素朴な印象は残し、２階の窓に木製の格子
を設けました。店内入口の赤い扉とピザ窯がアクセントとなっていま
す。鮮やかなグリーンガーデンのアプローチが店内へいざないます。
下／素朴で温かく落ち着きのある空間にデザイン。白と黒、光と影の
コントラストで、モダンさとノスタルジックな感情が交差する空間に。

case:4こ
こ
ろ
豊
か
な
時
を
過
ご
す
空
間

　

農
村
な
ら
で
は
の
素
朴
で
温
か
く
懐
か
し

さ
を
感
じ
る
室
内
空
間
と
、
立
木
や
草
花
に

包
ま
れ
た
季
節
感
溢
れ
る
ガ
ー
デ
ン
に
よ
り
、

こ
こ
を
訪
れ
た
人
が
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ

と
の
で
き
る
空
間
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

建
築
の
素
材
は
、
で
き
る
だ
け
昔
か
ら
周

囲
で
使
わ
れ
て
い
た
素
朴
な
自
然
素
材
と
し

ま
し
た
。床
は
三た

た

き
和
土
の
土
間
、壁
は
漆
喰
と

煉
瓦
、天
井
は
古
材
を
現
し
、カ
ウ
ン
タ
ー
は

古
材
を
再
利
用
。
洗
面
ボ
ウ
ル
は
地
元
笠
間

焼
き
の
器
を
使
い
、
全
体
を
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た
。
室
内
外

は
土
庇
を
挟
ん
で
連
続
さ
せ
、
ほ
の
暗
い
室

内
か
ら
清
々
し
く
気
持
ち
の
良
い
庭
を
見
通

せ
ま
す
。
建
物
全
体
が
黒
と
白
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
奏
で
、
ど
こ
と
な
く
モ
ダ
ン
さ
と
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
情
が
交
差
す
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
で
す
。
ま
た
、
明
る
さ
の
重
心
を

低
く
抑
え
、
間
接
照
明
を
用
い
る
な
ど
、
よ

り
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間
と
し
ま
し
た
。

　

建
物
の
正
面
に
見
え
る
煙
突
の
付
い
た
オ

ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な
物
体
は
ピ
ザ
を
焼
く
石
窯

で
、
こ
の
お
店
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
建
築
主
と
友
人
た
ち
が
週
末
に
集
ま
り

セ
ル
フ
ビ
ル
ド
で
作
っ
た
秀
作
で
、
愛
嬌
の

あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
農
家
生
産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
食
材
を

使
っ
た
手
作
り
ピ
ザ
と
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
で
、

心
地
よ
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

土
間
の
あ
る

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

カ
フ
ェ
＆
ピ
ザ
の
店

茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
・
カ
フ
ェH

anana

こ
の
建
物
は
農
村
集
落
に
あ
る
、

か
つ
て
農
家
の
納
屋
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
す
。

そ
れ
を
農
村
で
の
暮
ら
し
を
求
め
て
い
た
建
築
主
が
購
入
し
、

住
宅
兼
カ
フ
ェ
＆
ピ
ザ
の
お
店
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

右上／床は三和土、壁は漆喰塗り、天井は既存にステイン塗装としました。右下／土庇の下にテラスを設けオープンカフェに。床は室内と同じ三和土仕上げです。冬はや
わらかい日差しの中で日向ぼっこ。夏は深い軒で日差しを遮り、林を通った涼しい風が通り抜けます。左／素朴なデザインの店内、差し鴨居の向こうが厨房です。

１階  店舗 2階  住居

倉庫

厨房

犬走り

ピザ窯

テラス

客席

化粧室

トイレ

１階

2階

倉庫

厨房

犬走り

ピザ窯

テラス

客席

化粧室

トイレ

ダイニングキッチン

洗面
脱衣所

押入 押入 クローゼット

洋室
和室

廊下

１階

2階

倉庫

厨房

犬走り
ピザ窯

テラス

客席
化粧室

ダイニングキッチン

洗面
脱衣所

洋室
和室 バ

ル
コ
ニ
ー

廊下

N再生後
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施
主
か
ら
の
希
望
は
、
一
部
２
階
建
て
と

す
る
、
明
る
い
室
内
、
地
震
に
耐
え
ら
れ
る

構
造
、
冬
暖
か
い
家
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置

等
で
し
た
。
事
前
調
査
の
結
果
、
建
物
の
土

間
か
ら
東
側
に
か
け
て
の
構
造
体
に
、
か
な

り
前
か
ら
と
思
わ
れ
る
腐
食
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
天
井
が
張
っ
て
あ
っ
た
の
で
気
づ
か
な

か
っ
た
様
で
す
。
こ
の
部
分
は
切
り
離
し
て

解
体
し
、
そ
こ
へ
新
た
な
構
造
で
２
階
建
て

を
つ
く
り
、
既
存
部
分
と
接
続
す
る
提
案
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
設
計
の
基
本
と
し
て

内
外
装
共
に
県
産
材
杉
・
檜
と
漆
喰
、
珪
藻

土
な
ど
自
然
素
材
で
行
う
事
と
し
ま
し
た
。

　

伝
統
工
法
を
残
し
て
（
一
部
耐
力
壁
を
増

設
）
新
た
に
軸
組
み
工
法
と
融
合
さ
せ
る
試

み
は
こ
の
建
物
の
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
す
。

室
内
の
デ
ザ
イ
ン
は
既
存
部
分
に
つ
い
て
は

創
建
時
の
通
り
に
復
元
し
、
増
築
し
た
２
階

建
て
部
分
は
生
活
動
線
を
重
視
し
た
機
能
的

な
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
た
。

明
る
く
暖
か
い
す
ま
い

　

外
観
は
脇
蔵
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
、
民
家
の

大
屋
根
の
意
匠
と
蔵
造
り
が
一
体
と
な
る
外

観
と
し
ま
し
た
。
工
事
が
始
ま
り
、
先
に
既

存
部
分
を
揚
屋
し
て
、
増
築
部
分
と
一
体
の

基
礎
を
作
り
、
土
台
を
設
置
後
に
下
ろ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
あ
と
増
築
部
分
の
建
て
方
を

行
い
ま
し
た
。

　

暗
か
っ
た
中
央
部
の
部
屋
に
は
屋
根
に
ガ

ラ
ス
瓦
を
用
い
て
自
然
光
が
差
し
込
む
明
る

い
部
屋
に
。
ま
た
、
建
物
全
体
の
断
熱
性
能

を
上
げ
た
た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
で
の
暖
房
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

データ

所 在 地	 茨城県	石岡市
家族構成	 夫婦、子ども２人
敷地面積	 1091.94㎡（330.31 坪）
建築面積	 166.04㎡（50.23 坪）
延床面積	 219.29㎡（66.34 坪）
構 造	 木造２階建て（伝統工法）
竣 工	 2010 年 5月
担 当	 吉田・内田
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き、金属屋根　
外壁：漆喰塗り・簓子下見板張り、檜板張り
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板・竿縁天井　壁：珪藻土
床：檜縁甲板、杉縁甲板

先
代
の
知
恵
と

現
代
の
技
が
融
合
し
た

蔵
ス
タ
イ
ル
の
す
ま
い
。

茨
城
県
石
岡
市
・
Ｓ
邸

明
治
40
年
に
石
岡
市
内
に
創
建
さ
れ
た

平
屋
建
寄
棟
造
り
の
民
家
。

築
１
０
５
年
の
民
家
を
三
世
代
６
人
の
家
族
が
暮
ら
す

２
階
建
て
の
住
宅
と
し
て
再
生
し
ま
し
た
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

case:5

上／手前が今回増築した２階建て、下部を檜板張りとし上部を漆喰塗りとした、脇蔵のデザインを
モチーフにしました。右／屋根の上に突き出た小窓は、小屋裏部屋への採光用の窓です。左／土
間より８畳、奥座敷を見る。敷居や鴨居に時代を経過した存在感を感じます。

建物正面を見る。

１階

N

廊下

和室和室

犬
走
り

納戸

リビング

ダイニング

玄関（土間）
洋室

キ
ッ
チ
ン

土
間

予備室
（畳）

和室和室

上部吹抜け上部吹抜け

納戸（小屋裏） 洋室

バ
ル
コ
ニ
ー

和室和室

吹抜け吹抜け

2階

１階

N

廊下

和室和室

犬
走
り

納戸

リビング

ダイニング

玄関（土間）
洋室

キ
ッ
チ
ン

土
間

予備室
（畳）

和室和室

上部吹抜け上部吹抜け

納戸（小屋裏） 洋室

バ
ル
コ
ニ
ー

和室和室

吹抜け吹抜け

2階

再生後
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新
た
な
住
ま
い
に

よ
み
が
え
る

二
百
年
の
記
憶
。

茨
城
県
笠
間
市
・
Ｓ
邸

「
築
２
４
０
年
以
上
の
大
き
な
古
民
家
が
あ
る
の
で

こ
れ
を
利
用
し
て
地
域
の
暮
ら
し
に
合
っ
た

環
境
負
荷
の
少
な
い
建
築
を
つ
く
り
た
い
」

と
相
談
を
受
け
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

データ

所 在 地	 茨城県	笠間市
家族構成	 夫婦、子ども
敷地面積	 3,033.55㎡（917.65 坪）
建築面積	 181.60㎡（54.93 坪）
延床面積	 192.94㎡（58.37 坪）
構 造	 木造２階建て（在来工法）
竣 工	 2007 年 6月
担 当	 吉田・三枝
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き、金属屋根　
外壁：漆喰塗り・唐松ドイツ下見板張り
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板　壁：珪藻土塗り　床：杉縁甲板

2009 年 茨城建築文化賞（住宅部門）

　

調
査
の
結
果
、
土
台
や
梁
は
劣
化
・
腐
食

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
小
屋
裏
は
状
態
が
よ

く
、
特
に
土
間
上
部
の
梁
材
は
立
派
で
、
劣

化
・
腐
食
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
梁
組
み
を
甦
ら
せ
新
た
な
家

の
シ
ン
ボ
ル
に
と
設
計
を
進
め
ま
し
た
。

　

外
観
は
切
り
妻
の
大
屋
根
と
し
、
建
物
正

面
に
土
庇
を
設
け
ま
し
た
。
屋
根
は
地
場
産

の
い
ぶ
し
瓦
で
葺
き
、
外
壁
の
仕
上
げ
は
ド

イ
ツ
下
見
板
張
り
と
漆
喰
塗
と
し
ま
し
た
。

手ち
ょ
う
な
け
ず

斧
削
り
の
豪
快
な
梁
組
み
は
家
の
中
心
で

あ
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ

チ
ン
の
上
部
に
再
生
し
ま
し
た
。
梁
の
組
み

方
は
意
匠
・
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
変

更
し
、
同
様
の
理
由
で
、
小
屋
梁
も
２
段
増

や
し
ま
し
た
。
幾
重
に
も
絡
み
合
い
な
が
ら

重
な
る
黒
く
太
い
梁
が
、
二
百
十
数
年
の
時

を
経
て
甦
っ
た
。
仰
ぎ
見
る
と
、
自
然
の
持

つ
力
強
い
生
命
力
と
古
材
独
特
の
優
雅
な
曲

線
の
美
し
さ
、
手
仕
事
の
温
も
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
た
に
使
用
し
た
杉
・
檜
の
材
木
は
、
天

然
乾
燥
の
地
場
産
材
を
使
用
。
内
装
の
仕
上

げ
は
肌
触
り
と
調
湿
機
能
を
考
え
て
杉
板
張

り
及
び
珪
藻
土
塗
と
し
ま
し
た
。
土
庇
が
夏

の
日
差
し
を
遮
り
、
土
間
で
冷
や
さ
れ
た
涼

風
が
室
内
を
通
り
抜
け
ま
す
。
冬
の
寒
さ
に

は
十
分
な
断
熱
を
施
し
、
屋
根
・
外
壁
に
通

気
工
法
を
採
用
。
暖
房
は
北
欧
製
の
高
性
能

な
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
。
建
具
は
木
製
サ
ッ

シ
及
び
樹
脂
サ
ッ
シ
と
し
ま
し
た
。

case:6

上／DK、食器棚、ダイニングテ－ブル、アイランドキッチンは楢材を使用しオーダー
で製作しました。奥に薪ストーブを設置。上右／土庇は夏の日差しを遮り、涼しい風を
室内へと運びます。木製サッシュを開けると土庇、土間、室内が一体空間となります。
上左／玄関より階段をみる。階段は全て大工さんの手刻みです。下／再生後の建物正
面の外観。周囲の風景とのマッチングと既存建物の面影を残すことを考慮しました。

リビングよりDK、和室方面。吹き抜けの天井
に２００年の時を経て古材の梁がよみがえりまし
た。中央の大黒柱と古材の梁がダイナミックな
空間を創出しています。小屋梁は別の部位か
ら移動して、既存建物より数を増やしました。

 

 

 

N

薪ストーブキッチン

納戸

洋室
和室和室

床の間

吹抜け吹抜け

家事室

洗面脱衣

浴室

ホール

吹抜け吹抜け

玄関玄関
土間土間

ポーチポーチ

居間

吹抜け吹抜け

和室和室

仏間 PC

濡
縁
濡
縁 予備室

収納 収納 収納 吹抜け吹抜け

吹抜け吹抜け

デッキテラスデッキテラス

床の間
（違棚）
床の間
（違棚）

１階

2階

クローク

再生後



茨城の古民家再生　2021　茨城の古民家再生

データ

所 在 地	 茨城県
構 造	 木造２階建て（伝統工法）
竣 工	 2014 年 2月
担 当	 吉田・八木
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　外壁：漆喰塗り・簓子下見板張り
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板・竿縁天井、踏み天井　
壁：漆喰塗り
床：桐無垢材フローリング、欅（けやき）板張り

古
民
家
を

再
生
し

住
み
継
が
れ
て

い
く
家
へ
。

茨
城
県
・
A
邸

築
１
４
０
年
以
上
経
ち
ま
す

商
家
の
内
装
・
外
装
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。

新
建
材
で
覆
わ
れ
て
い
た
天
井
を
は
が
し
て
、

元
々
化
粧
材
で
あ
っ
た
梁
や
桁
を
現
し
ま
し
た
。

商
家
の
佇た

た
ず

ま
い
に
大
正
ロ
マ
ン
の
雰
囲
気
を

加
え
た
デ
ザ
イ
ン
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
い
て
い
た
旧
商
家
。

古
民
家
を
再
生
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、

古
き
良
き
も
の
を
残
し
な
が
ら
も
、
現
在
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
住
ま
い
に
す
る

こ
と
。
古
民
家
と
し
て
の
佇た

た
ず

ま
い
を
保
ち
つ

つ
、
今
後
三
世
代
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら

せ
る
住
ま
い
と
し
て
、
再
生
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

土
台
や
屋
根
、
外
壁
な
ど
の
主
要
な
部
分

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
適
切
な
時
期
に
行
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
古
民
家
に
あ
り
が
ち
な

不
同
沈
下
や
雨
漏
り
も
な
く
、
桁
・
梁
も

し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
構
造
部
分
に
お
い

て
は
接
合
部
を
補
強
。
開
口
部
が
多
く
、
構

造
的
な
不
安
が
あ
っ
た
た
め
安
全
性
を
考
慮

し
、
耐
震
壁
を
設
置
す
る
な
ど
の
補
強
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
開
口
部
を
少
な
く
す
る
一

方
、
引
き
戸
を
多
用
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
動
線

を
確
保
し
ま
し
た
。

　

新
建
材
は
使
わ
ず
、
解
体
時
に
出
る
古
材

（
木
材
、石
）
は
捨
て
ず
に
出
来
る
限
り
再
利

用
し
ま
し
た
。
床
板
は
張
り
替
え
る
予
定
で

し
た
が
、
表
面
を
削
る
と
光
沢
の
あ
る
美
し

い
ケ
ヤ
キ
の
木
目
が
鮮
や
か
に
蘇
り
ま
し
た
。

他
に
も
建
具
や
箱
階
段
、
長
火
鉢
、
椅
子
が

そ
れ
ぞ
れ
職
人
の
手
に
よ
っ
て
丁
寧
に
再
生

さ
れ
ま
し
た
。

　

材
料
や
技
術
的
側
面
か
ら
、
古
民
家
を
新

た
に
作
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
古
い
も
の

へ
の
価
値
を
改
め
て
見
直
す
仕
事
に
な
り
ま

し
た
。

case:7

上／古民家らしい佇まいのリビング。左上／再
生した箱階段は、飾り棚として活用しています。
左／土間玄関からの眺め。大正ロマンを思わせ
る欄間のステンドグラス。

上／商談スペースとして使われて
いた部屋は趣味の部屋へと改修。
茨城県無形文化財の西ノ内和紙
を使用。下／かつての商家らし
い凛とした佇まい。開口部が多
い間取りなので、耐震壁を設置
するなどの耐震補強工事を行っ
ています。窓には木製面格子を
取り付け町屋らしい景観へ。

１階

物入
土間

予備室

玄
関 リビング 茶の間

洋室
ダイニングキッチン 洗面

脱衣室

N

再生後



茨城の古民家再生　2223　茨城の古民家再生

生な

り

わ

い業
と
共
に

刻
ま
れ
た
歴
史
、

手ち

ょ

う

な

け

ず

斧
削
り
の

美
し
い
梁
組
み

茨
城
県
小
美
玉
市
・
N
邸

造
園
業
と
し
て
樹
齢
百
年
を
超
え
る
巨
木
を
扱
う
施
主
は

家
業
と
共
に
、
祖
父
の
建
て
た
こ
の
古
民
家
を
引
き
継
ぎ

仕
事
場
と
自
宅
に
再
生
す
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

家
業
と
共
に
古
民
家
を
引
き
継
ぐ

　

家
業
の
造
園
業
を
営
む
若
い
30
代
の
夫
婦

か
ら
の
依
頼
で
す
。
お
よ
そ
90
年
前
に
建
て

替
え
ら
れ
た
古
民
家
で
す
。

　

白
い
漆
喰
と
黒
く
塗
ら
れ
た
簓さ

さ
ら
こ子

下
見
板

張
り
の
外
観
は
品
格
の
あ
る
美
し
さ
が
特
徴
。

玄
関
に
は
細
め
の
材
で
造
っ
た
庇ひ

さ
し

を
取
り
付

け
る
こ
と
で
、
お
客
様
が
気
軽
に
入
っ
て
来

ら
れ
る
雰
囲
気
と
し
ま
し
た
。

　

樹
木
を
育
て
る
こ
と
を
生な

り
わ
い業

と
す
る
家
ら

し
く
、
玄
関
を
入
る
と
重
厚
な
梁
組
み
や
柱

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
洗
い
出
し
の

土
間
部
分
は
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
。
目
隠

し
の
衝
立
に
は
、
丸
く
抜
か
れ
た
明
か
り
取

り
と
障
子
を
あ
つ
ら
え
て
い
ま
す
。
壁
に
使

用
し
た
素
朴
な
色
の
珪
藻
土
が
、
空
間
全
体

を
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
で
包
ん
で
い
ま
す
。

　

木
製
の
テ
ー
ブ
ル
と
素
朴
な
丸
太
椅
子
は
、

自
然
の
カ
タ
チ
を
で
き
る
だ
け
残
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
年
月

を
か
け
て
育
っ
た
樹
木
た
ち
は
、
カ
タ
チ
を

変
え
て
、
人
の
営
み
と
共
に
歴
史
を
刻
ん
で

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

の
流
れ
る
空
間
で
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で

会
話
が
楽
し
め
ま
す
。

　

自
宅
エ
リ
ア
は
土
間
空
間
を
囲
む
よ
う
に

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
を
備

え
た
リ
ビ
ン
グ
は
、
趣
味
の
ア
ジ
ア
ン
調
の

イ
ン
テ
リ
ア
に
合
う
よ
う
に
仕
立
て
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
（
猫
）
の
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を
設

け
た
り
と
、
ご
夫
婦
が
幸
せ
な
時
間
を
過
ご

せ
る
癒
し
の
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

データ

所 在 地	 茨城県	小美玉市
家族構成	 夫婦
敷地面積	 3577.02㎡（1082.05 坪）
建築面積	 179.22㎡（54.21 坪）
延床面積	 190.71㎡（57.69 坪）
構 造	 木造平屋建て（伝統工法）
竣 工	 2014 年 3月
担 当	 吉田・恩藏
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　
外壁：漆喰塗り・簓子下見板張り
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板・竿縁天井　
壁：珪藻土塗り case:8

手斧削り（ちょうなけずり）の美し
い梁組みが目を引く土間空間。丸
い明かり取りをしつらえた衝立、木
製のテーブル、丸太椅子が、洗い
出しの土間と調和しています。

洋室

デ
ッ
キ
テ
ラ
ス

デ
ッ
キ
テ
ラ
ス 洋間

サ
ン
ル
ー
ム

納戸 洋室 和室

事務所

土間

敷
台

湯沸室

洗面
脱衣室

リビング

キッチン

ダイニング

N

再生後

上／寄棟造りの屋根に、白い漆喰と黒く塗られた簓子下見板張りの外観。右下／差鴨居の天井側
部分にスペースを開ける事で開放感を出しています。左中／玄関から見た土間空間。衝立は丸く
抜かれた明かり取りに障子をあつらえました。左下／書院は再生後にリビングの一部として使って
います。

再生前

奥座敷

中間
中間 広間

寝間 茶ノ間

脱衣 浴室

ダイニング 台所

洋室
土間

書院の欄間を再利用



茨城の古民家再生　2425　茨城の古民家再生

データ

所 在 地	 茨城県	石岡市
家族構成	 母、夫婦、子ども
建築面積	 143.26㎡（43.33 坪）
延床面積	 143.26㎡（43.33 坪）
構 造	 木造平屋建て（伝統工法）
竣 工	 2012 年 4月
担 当	 吉田・恩藏
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　
外壁：スイス漆喰塗り
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板・竿縁天井　
壁：スイス漆喰塗り
床：ナラ無垢フローリング

被
災
か
ら
再
生
、

温
も
り
が
伝
わ
る

薪
ス
ト
ー
ブ
の
家

茨
城
県
石
岡
市
・
S
邸

築
40
年
を
超
え
る
純
和
風
住
宅
を

モ
ダ
ン
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
快
適
な
空
間
に
。

太
陽
光
発
電
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
温
も
り
と

自
然
素
材
が
や
さ
し
い
エ
コ
な
す
ま
い
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を

う
け
た
S
邸
。
家
族
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
こ
の
住
ま
い
を
、
自
然
素
材
を

使
っ
た
、
明
る
く
快
適
な
空
間
に
リ
フ
ォ
ー

ム
し
ま
し
た
。

　

構
造
材
と
し
て
大
切
な
差
鴨
居
を
活
か
し
、

全
体
的
に
「
和
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
室
内
空

間
と
し
ま
し
た
。
耐
震
補
強
を
行
う
と
共
に

断
熱
性
能
も
ア
ッ
プ
、
車
椅
子
の
生
活
に
対

応
で
き
る
間
取
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
は
、
料
理
を
す
る
奥
様
と
、
ダ

イ
ニ
ン
グ
に
い
る
家
族
と
目
線
が
同
じ
に
な

る
よ
う
設
計
し
ま
し
た
。
忙
し
い
朝
は
対
面

式
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
朝
食
を
。
夕
食
の
準
備

を
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
勉
強
す
る
子

供
た
ち
を
み
た
り
、
休
日
に
は
家
族
み
ん
な

で
一
緒
に
お
料
理
と
、
キ
ッ
チ
ン
・
ダ
イ
ニ

ン
グ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
の
場

で
す
。

　

リ
ビ
ン
グ
に
は
ご
主
人
の
要
望
で
薪
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
し
ま
し
た
。
立
派
な
鴨
居
と

柱
、床
は
ナ
ラ
の
無
垢
材
、壁
は
漆
喰
塗
り
で

す
。
古
材
と
自
然
素
材
の
、
や
さ
し
さ
と
温

も
り
あ
る
、
モ
ダ
ン
な
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ビ
ン
グ
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
仕
切
る
、

ガ
ラ
ス
の
引
き
戸
を
開
け
る
と
、
広
々
と
し

た
ワ
ン
ル
ー
ム
に
な
り
ま
す
。

　

本
を
た
く
さ
ん
所
有
し
て
い
る
奥
様
の
要

望
で
書
庫
を
作
り
ま
し
た
。
書
棚
は
サ
イ
ズ

や
分
類
分
け
を
行
い
、
見
た
い
本
が
取
り
出

し
や
す
い
よ
う
に
設
計
し
て
あ
り
ま
す
。

case:9

右上／お父様の思い入れの
深い和室は、あえて手を加
えずに補修程度としました。 
左上／重厚感のある入母屋造
（いりもやづくり）の屋根に、
モダンなデザインの玄関を組
み合わせました。左／書庫の
書棚。所有している本のサイズ
やジャンルを分類し、機能的に
収納できるよう設計しました。

カウンターテーブルを備える対面式の
キッチンは、家族のコミュニケーション
の大切な場所。収納も豊富です。

無垢材と漆喰の壁のリビング。薪ス
トーブの周囲には十和田石を張り、
モダンな雰囲気に仕上げました。

寝室 応接室
キッチン

浴室洗面

和室

洋室

玄関玄関

和室和室

N

和室

書庫 納
戸

洗面

洋室

キッチン

ダイニングダイニング
リビング

デッキテラスデッキテラス 玄関玄関

薪ストーブ

再生前

再生後
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か
つ
て
の
土
間
を

生
活
の
メ
イ
ン
の

空
間
へ
と
再
生
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
Ｉ
邸

敷
地
は
つ
く
ば
市
大
貫
、
北
条
の
西
側
に
位
置
し
、

周
囲
に
は
長
屋
門
、
古
い
民
家
の
残
る
歴
史
あ
る

集
落
内
に
立
地
。
建
物
は
明
治
23
年
に
建
て
ら
れ

築
１
２
０
年
が
経
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

　

昭
和
36
年
に
茅
葺
屋
根
か
ら
現
在
の
瓦
屋

根
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
欅

の
柱
が
随
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

柱
の
断
面
が
大
き
い
事
が
特
徴
的
で
し
た
。

　

施
主
の
ご
要
望
は
、
三
十
数
年
前
の
リ

フ
ォ
ー
ム
の
際
に
新
建
材
で
塞
が
れ
て
し

ま
っ
た
、
か
つ
て
の
土
間
の
大
黒
柱
や
梁
・

桁
を
再
び
現
し
て
、
古
民
家
ら
し
い
風
情

（
陰い

ん
え
い
ら
い
さ
ん

翳
礼
讃
）
あ
る
家
と
し
た
い
、ま
た
隣
接

す
る
物
置
空
間
を
、
明
る
く
機
能
的
な
水
廻

り
と
し
、
農
作
業
（
趣
味
）
の
為
の
土
間
空

間
と
使
い
勝
手
の
良
い
プ
ラ
ン
に
し
た
い
と

の
事
で
し
た
。

　

工
事
は
建
物
全
体
で
な
く
、
土
間
空
間
を

メ
イ
ン
に
延
べ
床
面
積
の
約
４
割
に
相
当
す

る
、
約
21
坪
の
部
分
再
生
と
い
う
形
に
な
り

ま
し
た
。
部
分
再
生
は
私
も
初
め
て
の
ケ
ー

ス
で
し
た
が
、古
民
家
の
場
合
、こ
れ
ま
で
に

幾
多
の
修
繕
を
し
て
い
る
為
、
建
物
の
状
態

が
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
今

後
の
再
生
工
事
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

工
事
は
新
建
材
を
撤
去
し
て
、
創
建
時

の
状
態
に
戻
す
作
業
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

１
２
０
年
の
時
を
経
た
、
黒
い
手ち

ょ
う
な
け
ず

斧
削
り
の

梁
や
桁
が
、
生
活
の
中
心
の
場
に
、
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
に
甦
り
ま
し
た
。
土
間
の
床
は
冷
え

る
の
で
チ
ー
ク
材
を
張
り
床
暖
房
と
し
、
ま

た
、
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ッ
チ
ン
と
の
間

に
引
き
戸
を
設
け
、
和
の
空
間
か
ら
モ
ダ
ン

空
間
が
直
接
見
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

データ

所 在 地	 茨城県	つくば市
家族構成	 夫婦
敷地面積	 1302㎡（393.86 坪）
建築面積	 203.36㎡（61.52 坪）
延床面積	 185.25㎡（56.04 坪）
	 内再生部：70.07㎡（21.20 坪）
構 造	 木造平屋建て（伝統工法）
竣 工	 2013 年 3月
担 当	 吉田・恩藏
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　
外壁：漆喰塗り・杉板張り、ガルバリウム
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板・竿縁天井、踏み天井　
壁：珪藻土塗り、杉板張り　床：チーク

　

基
本
的
に
事
前
調
査
は
行
い
ま
し
た
が
、

は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
い
部
分
も
多
く
、
現

場
で
の
変
更
が
い
く
つ
か
発
生
し
ま
し
た
が
、

大
工
さ
ん
は
そ
の
都
度
、
こ
ち
ら
の
要
望
に

対
し
て
技
術
と
気
概
を
も
っ
て
あ
た
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

case:10壁の漆喰と黒のコントラストが美しい
応接室。天井に隠れていた梁を現し、
古民家らしい風情ある空間に。

上／檜の壁と天井のハーフユニットのバス。脱衣所は杉板張りでナチュラルに。
右／土間玄関への入り口。中／土間の一部を残し玄関としました。左／勝手口の土
間は漬物を漬けたり、畑から帰ってきて着替えたりと使い勝手を考えて。

土間
キッチン

洗面脱衣

ダイニング

応接室

土間

玄関玄関 工事範囲外工事範囲外

N

再生後

リビングより応接室方向を見る。黒い手斧削りの梁や桁が蘇りました。
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データ

所 在 地	 茨城県	石岡市
家族構成	 夫婦、子ども１人
敷地面積	 615.90㎡（186.31 坪）
建築面積	 149.51㎡（45.23 坪）
延床面積	 190.55㎡（57.64 坪）
構 造	 木造２階建て（伝統工法）
竣 工	 2013 年 10月
担 当	 吉田・川崎
主な外部仕上げ
屋根：日本瓦葺き　
外壁：漆喰塗り・簓子下見板張り、一部ガルバリウム
主な内部仕上げ
天井：杉縁甲板　壁：オーストラリア漆喰塗り
床：ナラ無垢フローリング

カ
ジ
ュ
ア
ル
で

木
の
温
も
り
を

感
じ
る
住
ま
い

茨
城
県
石
岡
市
・
Ｔ
邸

格
式
高
い
純
和
風
建
築
の
住
ま
い
を

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。

陽
の
光
が
い
っ
ぱ
い
で
木
の
温
も
り
を
感
じ
る
、

高
断
熱
＆
耐
震
補
強
で
安
心
の
住
ま
い
で
す
。

茨
城
の

古
民
家

再
生

キ
ッ
チ
ン
に
家
族
が
集
う

　

築
35
年
の
純
和
風
建
築
を
、
外
観
は
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
に
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
に
全

面
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。

　

台
所
は
北
側
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

大
き
め
の
窓
を
配
置
し
、
陽
の
光
が
い
っ
ぱ

い
入
る
、
広
々
と
し
た
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
壁
や
天

井
の
漆
喰
と
、
床
材
や
天
井
な
ど
に
使
用
し

た
無
垢
材
の
組
み
合
わ
せ
に
温
も
り
を
感
じ

ま
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
は
家
族
が
一
堂
に
集
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
大
切
な
場
所

で
す
。
中
央
に
置
か
れ
た
大
き
め
の
テ
ー
ブ

ル
の
横
に
ア
イ
ラ
ン
ド
型
キ
ッ
チ
ン
を
配
置

し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
使
い
や
す
く
、
会
話

が
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
チ
ン
手
前
に
あ
る
和
室
は
、
品
格
の

あ
る
竿
縁
天
井
を
そ
の
ま
ま
に
、
障
子
か
ら

た
く
さ
ん
の
陽
の
光
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

琉
球
畳
を
使
う
事
で
、
和
に
傾
倒
し
す
ぎ
な

い
バ
ラ
ン
ス
に
仕
上
げ
て
あ
り
ま
す
。

　

リ
ビ
ン
グ
は
元
々
押
し
入
れ
だ
っ
た
場
所

に
薪
ス
ト
ー
ブ
と
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド
を
設
置
。

キ
ッ
チ
ン
と
同
じ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
素
材
感
の

空
間
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
床
・
壁
・
天
井

を
高
断
熱
と
し
た
こ
と
で
冬
の
寒
さ
対
策
も

万
全
。
床
下
地
に
構
造
用
合
板
を
張
り
、
耐

震
壁
を
設
け
る
な
ど
の
耐
震
補
強
工
事
を
併

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

case:11

上／外観は建築当時そのままの姿で残し、玄関扉と照明をシンプルなデザインのものとしま
した。中右／浴室には十和田石とヒノキを使用しました。中左／ダイニングキッチンは明るく
ウッディな雰囲気に。下／リビングは押し入れだった場所に薪ストーブとテレビボードを設置。

茶の間からダイニングキッチンを見る。

デッキテラスデッキテラス

リビング

ホール

茶の間茶の間

ダイニングキッチン食品庫食品庫

洗面

脱衣室バスコートバスコート

洋室

坪庭

玄関玄関

洋室 洋室

N

2階

１階

和室 洋室

廊下

和室

玄関

和室

脱衣 風呂

納戸

キッチン

茶の間

2階

１階

再生前再生後
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揚げ屋工事：再利用部分を残し解体した後、
土台に鉄骨を通し、建物全体を持ち上げ、基
礎工事の準備をする。

基礎工事：揚げ屋工事後、新しい基礎を作り、
不同沈下等が起きない強固な建物とする。

A5

A4

建て起こし：柱が傾いていたり変形した建物
を、ワイヤーやジャッキを使って、元の垂直の
状態に少しずつ戻す。

仕上げ工事：左官屋さんが伝統工法による
和漆喰塗りの仕上げを行なう。

A8

A9

調査・民家再生構想期間　１～３ヶ月工事期間　８～10ヶ月 基本設計・実施設計　　　　　期間　４～６ヶ月

建
築
主
の
手
順

設
計
者
・
施
工
者
の
手
順

・
再
生
民
家
の
情
報
を
収
集
す
る

・
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る

・
希
望
︑イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る

・
民
家
の
状
態
に
つ
い
て
調
査
依
頼

・
建
物
の
現
状
︑改
善
方
法
︑耐
震
の
確
認

・
工
事
費
の
確
認

・
契
約
事
項
︑工
程
な
ど
の
確
認

・
引
越
し
︑生
活
廃
材
の
処
理

❶ 

解
体
工
事

❷ 

揚
げ
屋
工
事

❸ 

基
礎
工
事

❹ 

土
台
敷
き

❺ 

建
て
起
こ
し

❻ 

木
部
洗
い

❼ 

屋
根
工
事

❽ 

壁
工
事

❾ 

床
工
事

❿ 

内
装
工
事

⓫ 

建
具
工
事

⓬ 

電
気
設
備
工
事

⓭ 

給
排
水
衛
生
設
備
工
事

⓮ 

空
調
換
気
設
備
工
事

⓯ 

外
構
工
事

・
材
料
の
確
認
︑準
備
な
ど

・
工
法
︑工
期
︑設
計
監
理
費
︑

工
事
費
概
算
な
ど
を
提
出

・
建
物
全
体
の
把
握

・
建
物
の
履
歴
や
増
改
築
の
有
無

・
各
部
の
歪
み
や
腐
朽
の
程
度

・
不
同
沈
下
や
建
物
の
倒
れ

工務店

調
査
請
負
契
約

民
家
再
生
の
専
門
家
に
相
談

再
生
計
画
の
検
討

資
金
計
画
の
検
討

工
事
期
間
の
生
活
場
所
な
ど
の
検
討

再
生
計
画
の
決
定

基
本
設
計
の
決
定

実
施
設
計
の
検
討

実
施
設
計
図
書
の
承
認

工
事
費
見
積
も
り
の
依
頼

工
事
費
の
決
定

着
工
準
備

工
事
着
手

工
事
完
了
検
査

引
越
し

再
生
の
可
能
性
を
判
定

再
生
計
画
を
提
案

詳
細
調
査

基
本
設
計
の
開
始

再
生
設
計
の
提
出

実
施
設
計
の
開
始

実
施
設
計
図
書
の
作
成
・
提
出

工
事
費
の
見
積
も
り

着
工
準
備

工
事
着
手

家
を
直
し
た
い
と
思
う

A1設
計
の
受
託
・
契
約

工
事
請
負
契
約

基
本
調
査
︵
目
視
︑
実
測
︶

A2

工
事
完
了
検
査

A8 A7 A6 A5 A4 A3A9

設計者（設計）設計者（工事監理）

設
計
の
依
頼
・

現地再生前

A1

現地再生後

A10

土台敷き：基礎の上に新たな土台を敷く。

継ぎ手等の補修：解体時に部材に腐朽や痛
みがあった場合、できるだけ同材で補修して
使う。

A7

A6

現地調査：実際に現場を見て採寸し図面に
する。この時に既存の梁や柱の腐朽、老朽化、
雨もり等を入念に調べる。

解体工事：物件によって解体範囲は異なる。
既存の梁、柱などを残し、壁、天井、床組みな
どを撤去する。

A2

A3

竣
工
︑
再
生
民
家
の
引
渡
し

A10

古民家再生のながれ
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古
民
家
再
生
の
仕
事

　

県
内
各
地
で
民
家
再
生
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
約
15
年
が
経
ち
、
調
査
、
改
修
・
再
生

し
た
民
家
は
22
件
と
な
り
ま
し
た
。
施
主
と
の
対
話
、建
物
や
風
景
と
の
対
話
を
通
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
こ
め
た
再
生
事
例
を
資
料
集
と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、茨
城
県
内
に
は
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
建
て

ら
れ
た
、
良
質
な
木
組
み
に
よ
る
魅
力
あ
る
古
民
家
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
今
も
大

切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、そ
の
保
存
や
活
用
方
法
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る

方
々
が
多
い
の
も
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
中
で
、
各
地
域
の
暮
ら
し
や
風
土
を
今
に
伝
え
、
美
し
い
原
風
景

を
作
っ
て
き
た
民
家
は
、改
め
て
〝
地
域
の
大
切
な
存
在
〟
と
し
て
認
識
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

掲
載
し
ま
し
た
再
生
事
例
の
多
く
は
、先
祖
の
建
て
た
家
を
世
代
交
代
し
て
住
み
繋

ぐ
、
現
地
再
生
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
昔
の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ
、
現
代
の
生
活
に
必
要

な
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
を
訴
求
す
る
再
生
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。各
事
例
と
も
周
辺
環

境
、
構
造
、
家
族
構
成
、
住
ま
い
方
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、
様
々
に
特
徴
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
み
よ
い
民
家
再
生
の
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
歴
史
あ
る
町
並
み
の
景
観
を

保
ち
な
が
ら
、地
域
的
な
面
か
ら
の
生
活
環
境
を
提
案
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の

為
の
、様
々
な
外
構
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
元
に
、
古
民
家
再
生
に
よ
っ
て
安
全
で
快
適
か
つ

健
康
的
に
暮
ら
せ
る
木
の
家
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。誰
も
が
懐
か
し
さ
や
温
も
り
を

感
じ
る
古
民
家
を
一
棟
で
も
多
く
再
生
し
、次
世
代
へ
継
承
し
て
行
く
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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す
ま
い
と
共
に

昔
の
気
持
ち
を

つ
な
い
で
い
く
仕
事
。
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